





























A 大学は 2010 年 4 月より 4 年制大学に移行し，1 期生
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の学生全員が保健師国家試験受験資格を取得する。今回






2010 年度 A 大学看護学部看護学科入学生 63 名
２．研究方法
地域看護学実習を終えた学生の実習総括記録用紙（A4























が終了した 8 月～11 月にかけて，保健所・市町村保健行
政における保健師活動を実践的に学ぶために 3 週間実施
する。保健所が 1 週間，市町村が 2 週間の日程である。
実習前の学内オリエンテーションを 2 回，3 県民局におい
て実施される集中オリエンテーションへの参加，学内で
の事前学習・事後のまとめ及び産業保健・学校保健実習













2013 年 9 月から 11 月の保健所 1 週間，市町村 2 週間
（金曜日は帰校日のため 1 週 4 日間）の 3 クールに分かれ
て実施した（1 クール 16～24 名）。※帰校日の金曜日に各
保健所単位でカンファレンスを実施。
３．実習機関
2013 年度は県南にある中核市保健所である B 市保健
所，県南に位置する C 保健所，県北に位置する D 保健




町村に関しては，本庁・支所・支局を含めて各 2 名～4 名
のグループとした。
５．実習までの事前準備・事前学習
6 月に第 1 回の実習ガイダンスを実施，実習要綱を用い
て実習目的，実習目標，「事前学習 A」について説明した。
7 月に第 2 回ガイダンスを実施し，実習開始までの流れ

























基づき，21 のサブカテゴリーに分類し，さらに 4 つのカ
テゴリーに類型した。コードを「　」，サブカテゴリー
を＜＞，カテゴリーを【　】と表記した。抽出されたカテ
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４）五十嵐久人，尾上佳代子，鶴田来美他 2 名：地域看護
学実習における実習経験内容と自己評価．南九州看護
研究誌，5（1），61-65，2007．
５）下村聡子，安田貴恵子，酒井久美子他 3 名：地域看護
実習での体験を通して得られた学生の学び−市町村お
よび保健所における実習に焦点をあてて．長野県看護
大学紀要，14，35-49，2012．
６）佐伯和子：看護学生が学ぶ地域看護学とは．看護教
育，53（1），363-369，2012．
７）前掲書，5 ），35-49
８）野原真理，若林千津子，山口絹世他 1 名：地域看護学
実習の展開方法の検討−学生の実習経験と自己評価か
らの分析−．医療保健学研究，4，27-39，2013．
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